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本
書
は
、
江
蘇
省
を
中
心
に
清
末
氏
初
の
園
家
と
地
域
壮
舎
の
閥
係
を
研

究
し
て
き
た
著
者
の
、
こ
の
二
十
年
間
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
章
立
憲
・
地
方
自
治
・
地
域
エ
リ
ー
ト

第

I
部
清
末
地
方
政
治
の
展
開
と
地
域
枇
舎
の
愛
容

第
一
ム
草
清
末
氏
初
に
お
け
る
地
域
エ
リ
ー
ト
と
剥
合
管
理
の
進
展

第
二
章
諮
議
局
の
設
置
と
地
域
エ
リ
ー
ト
の
政
治
参
加

第
三
章
地
方
自
治
の
賓
施
と
地
域
エ
リ
ー
ト
の
活
動

第
四
章
清
末
民
初
の
地
方
政
治
構
造
と
そ
の
繁
化

第

E
部
立
憲
制
の
展
開
と
政
治
統
合

第
五
ヰ
早
清
末
の
立
憲
運
動
の
展
開
と
責
任
内
閣
論

第
六
章
地
域
エ
リ
ー
ト
の
立
憲
構
想
と
地
方
白
治
論

第
七
章
議
曾
政
治
の
展
開
と
権
力
闘
争

第
八
章
第
一
阿
国
合
議
員
選
挙
と
図
民
黛

第
九
章
民
初
に
お
け
る
中
央
政
治
の
愛
容

第
E
部
地
方
自
治
の
再
編
と
地
域
枇
舎

第
十
章
民
初
に
お
け
る
地
方
自
治
制
の
再
編
と
地
域
枇
曾

第
十
一
章
清
末
民
初
に
お
け
る
新
牒
設
置
と
地
域
枇
舎

第
十
二
章
一
九
二

0
年
代
の
江
蘇
省
に
お
け
る
地
方
自
治
と
地
域
エ

ーノ
Y
1
1
「

終
じ
草本

書
の
日
的
は
、
近
代
国
家
建
設
を
目
的
と
し
た
清
末
民
初
の
立
憲
制
の

導
入
と
地
方
自
治
の
昔
、
施
過
程
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
る
地
域
枇
舎
の
人
的
結

合
や
枇
舎
秩
序
の
総
長
谷
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
際
に
本
書
が
重
視

す
る
の
は
、
①
清
末
民
初
の
近
代
国
家
建
設
が
、
車
に
制
度
的
・
政
治
的
・

思
想
的
な
問
題
で
は
な
く
、
枇
曾
的
・
文
化
的
な
問
題
で
も
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
、
②
岡
家
建
設
の
一
環
と
し
て
の
立
憲
制
の
導
入
や
地
方
自
治
の
賓
施

に
地
域
エ
リ
ー
ト
が
闘
わ
る
こ
と
で
地
域
祉
舎
に
愛
化
が
生
じ
、
そ
れ
が
さ

ら
に
ま
た
岡
家
建
設
の
過
程
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
影
響
を
奥
え
る
と
い

う
相
互
作
用
の
タ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
過
去
の
研
究
が

辛
亥
革
命
前
後
の
園
家
の
制
度
的
な
愛
化
を
重
視
し
、
そ
の
断
絶
性
を
強
調

す
る
反
面
、
地
域
枇
舎
の
長
期
的
・
連
績
的
な
印
刷
民
化
を
等
閑
親
し
て
き
た
と

い
う
著
者
の
主
張
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
書
は
、
清
末
氏
初
の
園
家
と
地

域
枇
舎
の
閥
係
を
め
ぐ
る
論
考
で
あ
る
と
同
時
に
、
辛
亥
革
命
論
で
も
あ
る
。

本
書
の
も
う
一
つ
の
軸
は
、
辛
亥
革
命
期
の
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
、
近
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代
岡
家
建
設
の
た
め
の
枇
曾
統
合
、
そ
し
て
清
朝
の
版
園
を
継
承
す
る
た
め

の
民
族
統
合
と
い
う
テ
l
マ
で
あ
る
。
殊
に
、
「
中
央
集
権
的
政
治
シ
ス
テ

ム
の
建
設
を
志
向
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
(
貫
に
は
分
権
的
状
況
が
出
現

し
、
そ
れ
が
容
易
に
は
牧
来
し
な
か
っ
た
」
の
は
な
ぜ
か
(
八
頁
)
と
い
う

問
い
は
、
近
代
中
園
史
に
と
っ
て
最
も
本
質
的
な
テ

1
マ
と
い
っ
て
よ
い
。

本
書
は
こ
の
問
題
に
封
し
、
や
は
り
園
家
の
統
治
シ
ス
テ
ム
の
浸
透
と
地
域

枇
舎
の
内
的
凝
集
力
の
相
互
作
用
と
い
う
耐
貼
か
ら
挑
む
。

以
上
の
問
題
設
定
の
上
で
本
書
が
具
樫
的
な
検
討
封
象
と
し
て
取
り
上
げ

る
の
が
江
南
地
域
壮
舎
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
①
清
末
民
初
の
近

代
岡
家
建
設
の
試
み
に
江
南
地
域
エ
リ
ー
ト
が
果
た
し
た
役
割
が
極
め
て
大

き
か
っ
た
こ
と
、
②
江
南
は
他
地
域
と
異
な
り
、
地
域
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
枇

曾
管
理
に
か
な
り
の
自
律
性
が
見
ら
れ
た
た
め
、
中
央
政
治
と
地
域
枇
舎
の

緊
張
関
係
を
捉
え
る
の
に
適
す
る
こ
と
、
③
江
南
は
明
代
か
ら
地
域
エ
リ
ー

ト
の
活
動
が
見
ら
れ
た
た
め
、
長
期
的
タ
イ
ム
ス
パ
ン
か
ら
の
考
察
が
可
能

な
こ
と
、
そ
し
て
江
南
が
南
京
国
民
政
府
の
地
盤
で
あ
っ
た
こ
と
が
奉
げ
ら

れ
る
。以

下
、
各
章
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

第

I
部
は
、
清
末
江
南
に
お
け
る
新
政
の
展
開
と
そ
れ
に
件
、
つ
地
域
エ

リ
ー
ト
の
在
り
方
の
嬰
容
を
論
じ
る
。

第
一
章
は
、
「
世
舎
秩
序
を
安
定
さ
せ
、
あ
る
い
は
回
復
・
維
持
・
後
展

さ
せ
る
管
み
」
を
「
枇
舎
管
理
」
と
名
づ
け
(
一
五
頁
)
、
清
末
の
地
域
エ

リ
ー
ト
に
よ
る
枇
合
管
理
の
進
展
を
、
江
蘇
省
資
山
豚
の
事
例
か
ら
検
討
す

る
。
著
者
は
『
賓
山
鯨
志
』
の
記
載
か
ら
、
十
八
世
紀
中
葉
に
お
い
て
は
地

域
エ
リ
ー
ト
の
枇
合
管
理
へ
の
閥
輿
は
わ
ず
か
で
、
地
域
エ
リ
ー
ト
聞
の
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
機
舎
も
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
十
九
世
紀
初
頭
に

は
地
域
エ
リ
ー
ト
の
組
織
的
な
善
翠
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
す
る
。

さ
ら
に
二
十
世
紀
初
頭
に
は
賓
山
牒
に
新
し
い
性
格
の
地
域
エ
リ
ー
ト
が
生

ま
れ
る
。
彼
ら
は
円
本
向
同
胞
子
や
結
祉
・
雑
誌
の
組
織
、
数
育
分
野
の
重
頑
と

い
っ
た
共
通
す
る
特
徴
を
持
ち
、
ま
た
上
海
を
通
じ
て
他
の
江
南
地
域
の
エ

リ
ー
ト
と
も
協
力
関
係
を
持
っ
た
。
そ
の
中
で
特
に
賓
山
際
に
特
徴
的
な
の

は
一
九

O
八
年
に
始
ま
る
清
丈
の
事
例
で
あ
る
。
地
域
エ
リ
ー
ト
は
こ
の
清

丈
の
過
程
で
相
互
の
連
携
を
強
め
る
と
と
も
に
、
地
域
耐
舎
の
情
報
を
入

手
・
共
有
し
て
い
く
。
ま
た
彼
ら
は
膏
吏
を
地
方
公
益
に
反
す
る
存
在
と
見

な
し
た
が
、
こ
れ
は
官
僚
行
政
機
構
の
末
端
と
、
地
域
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
献

合
管
理
の
衝
突
を
議
見
す
る
も
の
だ
っ
た
。

第
二
章
は
、
江
蘇
省
に
お
け
る
諮
議
局
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

ム
九

O
七
年
に
清
朝
が
資
政
院
を
設
立
、
各
省
に
諮
議
局
の
設
立
を
命
じ
る

と
、
上
海
で
は
地
方
自
治
研
究
曾
・
地
方
公
盆
研
究
合
・
憲
政
研
究
舎
・
預

備
立
憲
公
舎
な
ど
十
二
の
枇
舎
園
樫
が
共
同
で
諮
議
局
章
程
の
草
案
を
作
成

し
た
。
著
者
は
こ
れ
ら
の
圏
慌
に
関
す
る
上
海
国
書
館
所
寂
の
史
料
か
ら
、

そ
の
設
立
目
的
、
規
模
と
そ
の
人
的
構
成
、
活
動
内
容
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
園
健
の
構
成
員
は
互
い
に
重
な
り
合
っ
て

お
り
、
緩
や
か
な
凝
集
性
を
持
ち
、
由
同
範
な
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
地
域
エ

リ
ー
ト
集
圏
を
形
成
し
て
い
た
。
翌
年
、
南
京
で
張
春
を
中
心
に
江
蘇
諮
議

局
研
究
舎
が
組
織
さ
れ
、
ま
た
蘇
属
諮
議
局
間
中
需
難
所
・
半
属
諮
議
局
誇
緋
所

が
相
継
い
で
設
立
さ
れ
る
。
さ
ら
に
江
南
誇
耕
地
方
自
治
総
局
に
よ
る
戸
口

調
査
、
有
権
者
名
簿
の
作
成
と
選
挙
に
閲
す
る
知
識
の
宣
俸
を
経
て
、
一
九

O
九
年
に
諮
議
局
議
員
選
翠
が
行
わ
れ
た
。
政
府
と
利
害
が
一
致
し
た
こ
と

で
、
以
上
の
過
程
に
は
多
く
の
地
域
エ
リ
ー
ト
が
協
力
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
三
章
は
、
江
蘇
省
に
お
け
る
地
方
自
治
の
賓
施
過
程
を
概
観
す
る
。
一
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九

O
七
年
に
江
蘇
省
が
地
方
白
治
の
「
試
灘
」
地
域
に
選
ば
れ
る
と
、
督
撫

が
江
南
誇
耕
地
方
自
治
総
局
を
設
立
、
選
挙
の
準
備
活
動
に
着
手
す
る
。
こ

れ
に
封
し
地
域
エ
リ
ー
ト
の
側
で
も
各
地
で
地
方
自
治
期
成
舎
・
法
政
講
習

所
を
組
織
し
て
地
方
自
治
に
闘
す
る
知
識
の
普
及
を
岡
っ
た
。
)
札
口
鯨
省
は
蘇

属
・
寧
層
明
誇
議
局
控
室
吋
難
所
と
江
南
誇
耐
耕
地
方
自
治
縫
い
周
を
自
治
響
雨
明
所
に
改

組
、
同
所
の
ド
に
江
蘇
自
治
研
究
所
を
設
立
、
向
治
職
員
の
養
成
を
園
る
。

一
九

O
九
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
城
鋲
郷
・
府
厩
際
地
方
白
治
章
程
が
公
布

さ
れ
る
と
、
調
査
を
甘
的
と
す
る
民
間
の
地
方
向
治
舎
、
職
員
養
成
機
関
で

あ
る
自
治
研
究
所
、
自
治
の
淫
管
を
行
う
自
治
公
所
が
各
地
で
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
地
方
自
治
の
試
行
は
、
立
憲
制
の
導
入
と
合
わ
せ
て
、
上
か
ら

の
「
上
下
の
一
龍
化
」
を
目
指
し
た
も
の
だ
っ
た
。
清
朝
は
地
域
エ
リ
ー
ト

を
同
家
の
側
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
数
育
に
よ
っ
て
園
民
の
資
質
を
高
め
る

と
い
う
「
官
治
補
助
」
の
役
割
を
捨
わ
せ
よ
う
と
し
た
。
一
方
、
地
方
白
治

は
地
域
の
産
業
化
・
文
明
化
の
手
段
と
も
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
下
か

ら
次
第
に
園
家
に
ま
で
掻
大
し
て
い
く
と
い
う
愛
想
は
、
清
朝
・
地
域
エ

リ
ー
ト
隻
方
に
共
有
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
地
域
エ
リ
ー
ト
に
と
っ
て
は
、
園

家
に
よ
る
上
か
ら
の
祉
舎
管
理
の
強
化
は
歓
迎
す
べ
か
ら
、
さ
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
し
か
し
諮
議
局
や
自
治
公
所
の
職
に
就
い
た
地
域
エ
リ
ー
ト
が
権
力
を

掌
握
し
、
ま
た
地
方
自
治
の
経
費
と
し
て
廟
崖
を
接
牧
し
増
税
を
行
っ
た
こ

と
は
、
自
治
に
反
針
す
る
民
衆
暴
動
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
る
。
図
家
に

封
す
る
態
度
に
関
わ
り
な
く
、
地
方
自
治
へ
の
参
奥
は
地
域
エ
リ
ー
ト
と
民

衆
の
距
離
を
横
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
四
章
は
、
再
び
賓
山
燃
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
地
域
エ
リ
ー
ト
の
牒
政

へ
の
進
山
過
程
を
検
討
す
る
。
新
政
期
、
賓
山
懸
の
地
域
エ
リ
ー
ト
は
新
式

皐
堂
や
園
書
館
の
設
立
と
い
っ
た
教
育
分
野
へ
の
進
出
を
通
じ
て
人
的
ネ
ツ

ト
ワ
l
ク
を
形
成
し
、
豚
政
に
参
書
一
し
て
い
く
。
数
育
ム
官
・
服
組
問
八
千
・
清
丈

局
・
豚
議
事
合
同
な
ど
の
ポ
ス
ト
も
そ
の
足
が
か
り
と
な
っ
た
。
こ
の
過
程
で

は
、
官
僚
行
政
機
構
に
包
撤
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
域
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
地
位

が
官
的
な
性
格
を
帯
び
る
も
の
と
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
一
方
で

こ
の
時
期
に
は
知
豚
に
よ
る
中
飽
ゃ
、
地
域
エ
リ
ー
ト
の
編
着
目
(
田
賦
の
徴

取
請
負
人
)
へ
の
強
制
任
命
を
め
ぐ
っ
て
、
雨
者
の
封
立
も
表
而
化
し
つ
つ

あ
っ
た
。
辛
亥
革
命
に
際
し
て
こ
の
知
燃
が
追
放
さ
れ
る
と
、
地
域
エ
リ
ー

ト
の
銭
詮
が
際
民
政
長
に
選
出
さ
れ
、
「
際
人
治
牒
」
が
賓
現
す
る
。
こ
れ

は
江
蘇
省
全
健
で
見
ら
れ
た
現
象
で
あ
っ
た
。
銭
は
秩
序
維
持
と
並
行
し
て

民
政
署
を
組
織
、
豚
議
事
舎
の
改
選
を
行
っ
た
が
、
こ
の
際
に
膏
吏
を
排
除

し
、
荏
百
牒
議
事
舎
議
員
が
行
政
機
構
に
枯
特
出
す
る
形
で
地
域
エ
リ
ー
ト
が
際

政
を
掌
握
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第

E
部
は
、
清
末
民
初
の
立
憲
制
・
地
方
自
治
の
展
開
を
政
治
史
の
頑
角

か
ら
整
理
す
る
。

第
五
章
は
、
新
政
期
の
責
任
内
閣
制
導
入
の
経
緯
を
概
観
す
る
。
一
九

O

六
年
に
清
朝
は
預
備
立
憲
を
宣
布
、
官
制
改
革
に
着
手
す
る
が
、
内
閣
が
連

帯
し
て
責
任
を
負
う
責
任
内
閣
制
の
採
用
は
見
透
ら
れ
、
ま
た
軍
機
庭
が
最

高
行
政
機
関
と
し
て
残
さ
れ
た
。
一
九

O
九
年
、
清
朝
は
日
本
を
モ
デ
ル
に
、

園
舎
開
設
に
先
立
っ
て
、
皇
帝
に
到
し
て
責
任
を
負
う
責
任
内
閣
制
の
採
用

を
決
定
す
る
。
し
か
し
こ
れ
は
蛍
時
の
園
舎
早
期
開
設
請
願
運
動
や
地
方
大

官
の
要
求
と
は
異
な
る
も
の
だ
っ
た
。
会
九
一

O
年
に
資
政
院
と
軍
機
庭
を

図
舎
と
内
閣
に
見
立
て
て
資
政
院
が
軍
機
大
臣
の
弾
劾
案
を
可
決
し
た
事
件

を
契
機
に
、
軍
機
庭
の
'b
岐
止
、
新
内
閣
の
組
織
が
賓
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
や
は
り
園
舎
に
針
し
て
責
任
を
負
わ
な
い
新
内
閣
に
到
す
る
許
債
は

総
じ
て
否
定
的
な
も
の
だ
っ
た
。
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第
六
章
は
、
江
蘇
省
の
代
表
的
な
地
域
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
張
零
の
立
憲

制
・
地
方
自
治
を
め
ぐ
る
議
論
を
紹
介
す
る
。
雨
)
札
線
督
劉
坤
一
の
幕
僚
と

な
っ
た
張
春
は
一
九

O
一
年
に
「
愛
法
一
小
議
」
を
起
草
、
日
本
を
モ
デ
ル
と

し
た
園
舎
・
地
方
議
舎
の
開
設
に
よ
る
上
下
の
一
髄
化
、
育
吏
に
替
え
て
地

域
エ
リ
ー
ト
を
地
方
行
政
に
参
輿
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
提
案
し
た
。
ま
た
張

審
は
一
九

O
三
年
の
日
本
棋
察
を
経
て
、
地
域
エ
リ
ー
ト
を
園
家
と
民
衆
を

媒
介
す
る
存
在
と
位
置
づ
け
、
園
舎
を
通
じ
た
民
衆
の
政
治
参
加
、
そ
の
前

提
と
な
る
数
育
を
通
じ
た
園
民
の
資
質
向
上
、
君
主
無
答
責
の
責
任
内
閣
制

の
導
入
な
ど
を
訴
え
た
。
し
か
し
半
亥
革
命
後
、
張
春
は
清
朝
を
見
限
り
、

「
共
和
分
治
」
に
よ
る
各
省
・
各
民
族
の
統
合
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
る
。

そ
こ
で
展
開
さ
れ
た
彼
の
地
方
自
治
論
は
、
園
家
の
干
渉
を
避
け
る
た
め
、

経
費
確
保
を
目
的
と
し
た
賓
業
振
興
を
重
秘
す
る
鮪
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
彼
の
主
張
の
背
景
に
は
、
個
人
の
道
徳
的
修
養
か
ら
「
合
群
」
を

経
て
地
方
・
園
家
へ
と
そ
れ
を
同
心
固
朕
に
接
大
し
て
い
く
と
い
う
溌
想
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
地
方
か
ら
岡
家
へ
の
影
響
を
容
認
す
る
一
方
、
逆
の
可
能

性
を
排
除
す
る
も
の
だ
っ
た
。

第
七
章
は
、
宋
救
仁
を
軸
に
民
園
元
年
の
政
治
の
展
開
を
整
理
す
る
。
一

九
二
一
年
四
月
、
宋
数
仁
は
唐
紹
儀
内
閣
の
農
林
総
長
に
就
任
す
る
。
し
か

し
唐
内
閣
は
宋
の
目
指
す
政
黛
内
閣
で
は
な
く
、
各
汲
の
混
合
内
閣
で
あ
っ

た
。
唐
内
閣
は
二
カ
月
ほ
ど
で
崩
壊
、
宋
を
含
む
同
盟
舎
の
四
閣
僚
は
辞
任
。

陸
徴
群
内
閣
の
組
織
を
め
ぐ
っ
て
混
乱
が
績
く
中
、
宋
は
八
月
に
同
盟
舎
を

統
一
共
和
黛
・
岡
民
公
黛
な
ど
と
合
併
、
岡
民
黛
に
改
組
。
同
盟
舎
の
秘
密

結
枇
的
な
性
格
を
椀
拭
し
、
岡
舎
で
多
数
振
を
形
成
す
る
こ
と
で
政
黛
内
閣

を
賓
現
す
る
方
針
を
取
っ
た
。
九
月
に
陸
徴
鮮
が
辞
職
す
る
と
、
哀
世
凱
・

孫
文
・
黄
興
の
協
調
の
下
、
宋
も
推
す
越
乗
鈎
が
園
務
総
理
に
就
任
、
大
綱
阿

統
・
園
務
員
全
員
を
園
民
黛
に
加
入
さ
せ
る
と
い
う
形
で
政
黛
内
閣
が
成
立

を
見
る
。
こ
れ
に
よ
り
政
局
は
一
雁
の
安
定
を
見
、
ま
た
同
年
末
の
第
一
回

園
舎
議
員
選
奉
で
も
凶
民
黛
は
第
一
黛
の
地
位
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

宋
は
短
期
的
に
は
衰
の
地
位
を
認
め
つ
つ
、
政
黛
内
閣
の
漸
進
的
な
賓
現
を

目
指
し
た
が
、
彼
自
身
の
暗
殺
に
よ
り
そ
の
目
的
が
果
た
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

第
八
章
は
、
そ
の
第
一
回
園
舎
議
員
選
奉
の
具
健
的
な
経
過
と
国
民
黛
の

勝
因
を
検
討
す
る
。
新
し
い
園
舎
は
二
院
制
と
さ
れ
、
衆
議
院
は
納
税
額
な

ど
に
よ
る
制
限
選
挙
で
複
選
制
、
参
議
院
は
同
様
の
制
限
選
挙
で
選
ば
れ
た

各
省
議
曾
議
員
が
有
権
者
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
地
域
利
害
が
岡
舎
に
お
け

る
重
要
な
針
立
軸
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
園
民
黛
が
復
数
政
黛
を
合
併
し
た

も
の
で
あ
っ
た
た
め
政
綱
が
穏
健
化
さ
れ
、
釘
立
す
る
共
和
黛
と
大
差
な
い

も
の
と
な
っ
た
こ
と
、
岡
民
黛
が
運
航
官
経
費
の
上
で
慶
東
・
江
西
な
ど
特
定

地
域
に
依
挟J

し
て
お
り
、
地
方
分
権
を
掲
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
と
も

関
係
す
る
。
著
者
は
奉
天
省
の
事
例
か
ら
、
園
民
黛
が
以
上
の
政
綱
に
加
え
、

新
聞
・
雑
誌
を
利
則
し
た
宣
惇
活
動
、
黛
組
織
の
掻
大
な
ど
を
マ
通
じ
て
、
中

央
と
の
パ
イ
プ
を
維
持
す
る
こ
と
で
地
域
の
設
展
を
目
指
そ
う
と
し
た
地
域

エ
リ
ー
ト
を
取
り
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
と
す
る
。

第
九
章
は
、
民
初
の
憲
法
制
定
を
め
ぐ
る
動
き
を
整
理
す
る
。
一
九
一
二
一

年
二
月
、
同
民
黛
・
共
和
黛
・
民
主
室
…
・
統
一
童
…
は
四
黛
憲
法
討
論
舎
を
組

織
、
意
見
調
整
を
園
っ
た
。
し
か
し
、
図
務
員
の
任
命
に
園
舎
の
合
意
を
必

要
と
す
る
か
否
か
、
大
総
統
が
園
舎
解
散
権
を
有
す
る
か
否
か
と
い
っ
た
論

慰
を
め
ぐ
り
、
園
民
童
…
は
哀
世
凱
が
大
総
統
に
な
る
こ
と
を
前
提
に
立
法
府

の
権
限
強
化
に
固
執
、
他
黛
と
釘
立
し
た
。
園
舎
成
立
後
、
六
月
に
憲
法
起

草
委
員
舎
が
組
織
さ
れ
る
。
し
か
し
直
後
の
第
二
革
命
と
園
民
黛
強
硬
汲
の
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敗
北
の
結
果
、
憲
法
に
先
立
っ
て
総
統
選
挙
法
が
成
立
、
園
舎
で
一
止
式
に
哀

が
大
総
統
に
選
出
さ
れ
る
。
憲
法
の
制
定
作
業
は
纏
績
さ
れ
た
も
の
の
、
大

総
統
の
再
選
制
限
や
、
人
事
に
際
し
て
園
舎
の
同
意
を
要
す
る
、
法
律
の
公

布
権
を
大
総
統
で
は
な
く
園
舎
が
持
つ
と
い
っ
た
そ
の
内
容
は
哀
に
と
っ
て

容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
哀
は
十
一
月
、
園
民
黛
籍
議
員
の
議
員
資
格

剥
奪
と
い
う
強
硬
手
段
を
と
っ
て
園
舎
と
憲
法
起
草
委
員
舎
を
機
能
停
止
に

追
い
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。

第
三
部
は
、
北
京
政
府
期
の
江
蘇
省
に
お
け
る
地
方
自
治
の
経
過
に
つ
い

て
論
じ
る
。

第
十
章
は
一
九
一

0
年
代
の
状
況
を
概
観
す
る
。
一
九
一
一
一
一
年
十
月
、
豚

知
事
の
本
籍
廻
避
制
度
が
復
活
、
辛
亥
革
命
直
後
の
「
勝
人
治
牒
」
が
否
定

さ
れ
、
官
僚
行
政
機
構
と
地
方
白
治
は
再
び
分
離
さ
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
一

九
一
四
年
二
月
、
政
府
は
財
政
の
中
央
集
権
化
を
目
的
に
各
豚
の
地
方
白
治

機
闘
と
省
議
舎
の
停
止
を
命
じ
る
。
同
年
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
公
布
さ
れ

た
地
方
自
治
試
行
侠
例
と
同
施
行
規
則
で
は
、
清
末
の
地
方
向
治
章
程
と
異

な
り
、
岡
林
知
事
の
監
督
権
が
強
め
ら
れ
、
議
舎
も
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
清
末
の
「
官
治
補
助
」
と
し
て
の
地
方
自
治
と
は
異
な
り
、
中
央
集
権

樫
制
的
な
秩
序
構
築
の
一
環
と
し
て
地
方
自
治
を
官
僚
行
政
機
構
の
中
に
位

置
づ
け
る
も
の
だ
っ
た
。
地
方
公
穴
是
主
未
の
維
持
・
管
理
は
省
行
政
公
署
と

豚
知
事
が
捨
う
こ
と
に
な
り
、
社
舎
園
健
や
地
域
エ
リ
ー
ト
は
行
政
の
末
端

に
組
み
込
ま
れ
、
省
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
強
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
衰
の
死

後
、
江
蘇
省
で
は
地
域
エ
リ
ー
ト
が
江
蘇
地
方
維
持
曾
・
江
蘇
全
省
牒
議
員

聯
合
舎
を
組
織
、
地
方
自
治
の
回
復
を
訴
え
た
が
、
中
央
集
権
的
行
政
の
貫

徹
を
目
指
す
政
府
の
姿
勢
は
一
九
二

0
年
代
ま
で
績
い
た
。

第
十
一
章
は
、
地
方
自
治
の
外
的
な
候
件
で
あ
る
行
政
匡
書
の
設
定
と
、

内
的
な
候
件
で
あ
る
経
費
の
確
保
を
め
ぐ
る
封
立
の
例
と
し
て
、
江
蘇
省
啓

東
際
新
設
の
経
緯
を
紹
介
す
る
。
治
末
に
地
方
自
治
が
(
貫
施
さ
れ
る
と
、
崇

明
牒
外
沙
の
地
域
エ
リ
ー
ト
の
聞
に
同
燃
か
ら
の
濁
立
を
求
め
る
動
き
が
生

ま
れ
る
。
向
勝
内
沙
の
地
域
エ
リ
ー
ト
は
こ
れ
に
反
封
、
雨
者
の
聞
に
釘
立

が
生
じ
た
。
民
園
成
立
後
、
省
議
舎
は
分
間
脚
を
容
認
し
た
も
の
の
省
民
政
長

が
こ
れ
を
拒
否
、
さ
ら
に
哀
世
凱
が
省
議
舎
を
停
止
し
た
こ
と
で
こ
の
件
は

棚
上
げ
と
な
る
。
衰
の
死
後
、
大
総
統
制
常
元
洪
と
内
務
部
の
命
を
受
け
た
江

蘇
省
は
、
分
勝
後
に
も
運
航
営
経
費
と
な
る
田
賦
が
確
保
で
き
る
か
を
見
極
め

る
た
め
清
丈
の
賓
施
を
決
め
る
。
し
か
し
外
沙
側
は
崇
明
際
に
よ
る
清
丈
の

引
き
延
ば
し
と
経
費
の
割
り
嘗
て
に
反
務
、
濁
自
の
清
丈
方
針
を
作
成
し
、

省
議
舎
や
財
政
部
に
働
き
か
け
を
行
っ
た
。
一
九
一
九
年
、
内
務
部
の
命
を

受
け
た
江
蘇
省
に
よ
っ
て
内
外
雨
沙
の
代
表
舎
議
が
聞
か
れ
る
。
し
か
し
外

沙
の
地
域
エ
リ
ー
ト
に
も
清
丈
の
賓
施
に
よ
る
田
賦
の
増
額
を
嫌
う
者
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
結
局
清
丈
の
賓
施
と
分
際
は
見
迭
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

最
終
的
に
は
一
九
二
七
年
、
北
伐
の
混
乱
に
采
じ
て
外
沙
は
崇
明
豚
か
ら
の

濁
立
を
宣
言
、
調
冗
年
江
蘇
省
が
こ
れ
を
追
認
す
る
形
で
啓
東
豚
が
誕
生
す
る

こ
と
と
な
る
。

第
十
二
章
は
、
江
蘇
省
の
地
域
エ
リ
ー
ト
園
樫
「
蘇
祉
」
の
活
動
を
通
じ

て
、
一
九
二

0
年
代
の
省
自
治
論
を
紹
介
す
る
。
辛
亥
革
命
直
後
、
江
蘇
省

で
は
民
政
長
韓
園
鈎
以
下
省
出
身
者
が
行
政
機
構
の
多
く
を
占
め
、
事
賓
上

の
省
自
治
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
都
督
潟
園
理
は
一
九
一
四
年
に
韓
を
更
迭
、

奔
耀
琳
を
そ
の
後
任
と
す
る
な
ど
北
洋
汲
の
人
員
を
重
用
し
た
。
こ
れ
に
反

愛
し
た
地
域
エ
リ
ー
ト
は
会
九
二

O
年
に
省
議
舎
で
斉
を
弾
劾
、
調
の
後
任

の
李
純
を
自
殺
に
追
い
込
む
な
ど
、
「
蘇
人
治
蘇
」
を
目
指
す
動
き
を
強
め

た
。
張
寒
一
口
ら
が
愛
起
し
た
蘇
枇
の
主
張
は
、
地
方
白
治
を
「
ハ
呂
治
補
助
」
と
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位
置
づ
け
つ
つ
官
の
地
方
へ
の
介
入
を
忌
避
し
た
結
は
清
末
民
初
の
地
方
向

治
論
と
同
じ
だ
っ
た
も
の
の
、
常
時
の
聯
省
自
治
運
動
の
潮
流
の
中
、
省
向

治
の
制
度
化
を
目
指
し
た
黙
で
異
な
っ
た
。
同
年
末
に
地
方
向
治
が
回
復
さ

れ
、
さ
ら
に
一
九
二
二
年
に
韓
園
鈎
が
省
長
に
再
任
す
る
と
、
蘇
一
利
も
省
憲

法
の
起
口
早
、
省
財
政
健
全
化
の
提
言
と
い
っ
た
活
動
を
活
愛
に
展
開
す
る
。

し
か
し
一
九
二
四
年
の
紅
街
戦
争
の
混
乱
に
よ
り
蘇
利
は
活
動
を
停
止
、
清

末
以
来
の
地
域
エ
リ
ー
ト
主
導
に
よ
る
地
方
白
治
運
動
は
収
束
し
て
い
く
こ

〉
」
〉
」
介
。
フ
匂
。

以
上
の
検
討
を
通
じ
て
、
次
の
よ
う
な
結
論
が
導
か
れ
る
。
つ
ま
り
、
清

朝
に
よ
る
立
憲
制
の
導
入
や
地
方
向
治
の
賓
施
は
、
地
域
エ
リ
ー
ト
の
人
的

結
合
の
媛
大
と
い
う
愛
化
を
地
域
枇
舎
に
も
た
ら
し
た
。
清
朝
は
、
園
舎
早

期
開
設
請
願
運
動
に
代
表
さ
れ
る
彼
ら
の
要
求
に
あ
る
程
度
釘
臨
応
し
よ
う
と

は
し
た
も
の
の
果
た
せ
ず
、
結
果
と
し
て
地
域
エ
リ
ー
ト
に
見
放
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
こ
れ
が
半
亥
革
命
で
あ
る
。

立
憲
制
の
導
入
や
地
方
自
治
の
賓
施
が
も
た
ら
し
た
も
う
一
つ
の
も
の
は
、

地
域
枇
舎
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
枇
舎
圏
健
の
結
成
、
諮
議
局
の
設
置
に
よ

る
勝
以
下
の
地
域
枇
舎
の
構
造
嬰
符
と
、
省
の
自
律
性
の
掻
大
で
あ
る
。
こ

れ
は
地
域
レ
ベ
ル
で
の
政
治
的
・
枇
曾
的
凝
集
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
中

央
の
地
方
に
封
す
る
政
治
的
統
合
力
を
弱
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
民
初
に
は
二
つ
の
方
向
か
ら
国
家
統
合
が
試
み

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
つ
は
表
世
凱
に
代
表
さ
れ
る
行
政
部
門
の
権
限

強
化
に
よ
る
統
合
と
い
う
方
向
性
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
宋
数
仁
・
図
民
黛

に
代
表
さ
れ
る
議
舎
を
通
じ
た
統
合
と
い
う
方
向
性
で
あ
る
。
こ
れ
は
雨
者

と
も
中
央
集
権
を
志
向
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
後
者
は
清
末
以
来
の
分
権

(
1
)
 

的
・
自
律
的
地
域
枇
舎
か
ら
も
一
定
の
支
持
を
受
け
た
。

本
書
が
扱
っ
た
テ
l
マ
は
い
ず
れ
も
近
年
研
究
の
多
い
分
野
で
あ
る
。
日

本
語
の
車
著
に
限
っ
て
も
、
明
治
日
本
を
通
じ
た
清
末
の
近
代
地
方
自
治
制

度
導
入
の
試
み
と
そ
の
賓
態
を
追
っ
た
黄
東
蘭
『
近
代
中
園
の
地
方
自
治
と

明
治
円
本
』
(
汲
古
書
院
、
二

O
O
五
年
)
、
紅
蘇
省
の
事
例
を
取
り
上
げ
、

行
財
政
制
度
の
覗
耕
か
ら
北
京
政
府
期
の
中
央
・
地
方
関
係
を
論
じ
た
金
子

肇
『
近
代
中
国
の
中
央
と
地
方
|
|
民
園
前
期
の
同
家
統
合
と
行
財
政

|
|
』
(
汲
古
書
院
、
二

O
O
八
年
)
、
清
末
の
憲
政
の
導
入
と
地
方
官
制
改

革
の
試
み
、
民
園
初
年
の
憲
法
制
定
を
め
ぐ
る
議
論
を
政
治
制
度
史
の
角
度

か
ら
論
じ
た
曾
田
三
郎
「
立
憲
園
家
中
園
へ
の
始
動
|
|
明
治
憲
政
と
近
代

中
園
|
|
』
(
思
文
閑
出
版
、
二

O
O九
年
)
な
ど
、
枚
翠
に
逗
が
な
い
。

こ
れ
ら
の
先
行
す
る
諸
研
究
に
封
す
る
本
書
の
特
徴
と
し
て
は
、
ア
ク
タ
ー

と
し
て
の
地
域
エ
リ
ー
ト
の
主
躍
的
な
選
擦
や
行
動
を
重
頑
す
る
貼
が
翠
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
は
や
は
り
近
年
盛
ん
な
地
域
枇
曾
研
究
と
、
上
記
の
よ
う
な

近
代
国
家
建
設
の
一
環
と
し
て
の
立
憲
制
・
地
方
自
治
の
導
入
過
程
を
め
ぐ

る
一
議
論
の
線
合
を
企
園
し
た
も
の
と
言
え
る
。
本
主
目
は
第
二
歴
史
棺
案
館
や

上
海
園
書
館
所
蔵
の
一
次
史
料
、
希
見
雑
誌
、
地
方
志
な
ど
を
駆
使
し
て
、

首
該
時
期
の
地
域
エ
リ
ー
ト
の
活
動
内
容
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
過

程
を
丹
念
に
追
い
、
彼
ら
の
共
有
し
た
問
題
意
識
と
、
国
家
の
政
策
的
意
闘

の
一
致
と
組
離
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
特
に
地
方
自
治
の
位
置
づ
け
や
官

僚
行
政
機
構
末
端
の
取
り
込
み
を
め
ぐ
っ
て
園
家
と
地
域
エ
リ
ー
ト
の
聞
で

展
開
さ
れ
た
綱
引
き
は
、
本
書
の
標
梼
す
る
相
互
作
用
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

端
的
に
描
き
出
し
た
も
の
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
上
述
の
各
書
と
と
も

に
現
在
の
研
究
の
一
つ
の
到
達
知
、
そ
の
一
角
を
本
書
が
占
め
る
こ
と
は
聞
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宙
返
い
ふ
な
い
。

た
だ
、
首
該
テ
l
マ
を
扱
っ
た
著
者
の
論
文
の
中
に
は
本
書
に
牧
録
さ
れ

て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、
し
た
が
っ
て
本
書
だ
け
で
は
完
結
し
て
い
な
い
論

貼
も
若
干
見
受
け
ら
れ
た
。
例
え
ば
第
一
章
・
第
十
一
章
で
鰯
れ
た
自
治
経

費
や
清
丈
の
問
題
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
十
ム
章
が
構
成
上
他
章

か
ら
や
や
浮
い
て
見
え
る
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

ま
た
本
書
の
終
章
で
は
、
清
朝
が
新
設
の
新
彊
・
束
三
省
を
含
む
各
省
に

立
憲
制
を
導
入
し
た
一
方
、
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
に
は
そ
れ
を
遁
用
し
な

か
っ
た
が
、
そ
れ
が
雨
地
域
の
自
律
的
・
分
権
的
構
造
を
温
存
し
、
中
華
民

凶
の
民
族
統
合
を
妨
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
(
一
一
一
一
一
一

頁
)
o

し
か
し
本
文
中
に
は
立
憲
制
の
導
入
と
民
族
統
合
の
関
係
に
言
及
し

た
個
所
は
な
い
た
め
、
こ
れ
は
や
や
唐
突
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
も
や
は
り

著
者
が
本
来
日
未
収
録
の
論
文
で
扱
っ
た
内
容
で
あ
る
た
め
、
若
干
の
説
明
が

必
要
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
補
足
の
上
で
、
本
書
讃

f
後
、
い
く
つ
か
疑
問
が
残
っ
た
慰
を
指

摘
し
た
い
。

一つ

H
は
、
本
書
が
ア
ク
タ
ー
と
し
て
地
域
エ
リ
ー
ト
を
重
視
す
る
こ
と

に
関
連
し
て
、
「
地
域
枇
曾
」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
際
に
、
そ
れ
が
エ

リ
ー
ト
と
民
衆
の
隻
方
を
含
む
の
か
、
い
ず
れ
か
を
指
し
て
の
謂
い
な
の
か
、

明
示
し
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
筒
所
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
本
書
も
言
及
し
た
、
地
域
エ
リ
ー
ト
聞
の
訴
訟
事
件
、
自
治
公
所
や
墜

校
を
封
象
と
し
た
民
衆
暴
動
、
地
方
自
治
を
標
携
す
る
分
燃
が
地
主
の
清
丈

反
釣
に
よ
っ
て
頓
挫
し
た
と
い
っ
た
地
域
内
部
の
利
害
封
立
の
存
在
に
起
肉

す
る
。
本
来
日
は
清
末
民
初
の
立
憲
制
・
地
方
白
治
の
導
入
の
結
果
、
線
慢
と

し
て
は
地
域
耐
舎
の
凝
集
力
は
高
ま
っ
た
と
し
、
そ
れ
が
中
央
か
ら
の
地
方

の
郷
立
の
原
因
と
な
っ
た
と
い
う
立
場
を
取
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な

近
代
国
家
建
設
の
試
み
が
も
た
ら
し
た
地
域
内
部
の
分
裂
を
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
る
の
か
。

本
書
は
、
首
時
の
人
々
は
こ
の
よ
う
な
分
裂
の
原
因
は
地
域
エ
リ
ー
ト
の

官
化
と
「
白
私
自
利
」
に
あ
る
と
見
な
し
、
個
々
人
の
道
徳
的
修
養
に
そ
の

針
策
を
求
め
た
と
説
明
す
る
(
九
一
[
九
六
頁
)
o

そ
れ
で
は
、
地
域
一
枇
曾

分
裂
の
危
機
は
そ
の
よ
う
な
試
み
に
よ
っ
て
回
避
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

終
章
で
は
こ
の
黙
に
つ
い
て
、
清
末
民
初
の
立
憲
制
・
地
方
白
治
は
「
一

方
で
は
地
域
社
舎
内
部
の
結
合
力
を
高
め
、
:
:
:
他
方
、
:
:
:
地
域
枇
舎
に

深
い
誼
裂
を
も
、
も
た
ら
し
た
」
(
一
一
二
三
頁
)
と
雨
論
を
併
記
し
て
い
る
。

し
か
し
本
書
の
構
成
上
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
よ
り
明
確
な
見
解
、
そ

し
て
そ
の
構
造
的
な
要
因
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
近
代
国
家
建
設
に
と
も
な
う
枇
曾
秩
序
の
愛
容
を
探
る
と
い
う
本

書
の
所
期
の
目
的
を
よ
り
深
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
一
つ
目
は
、
地
域
枇
舎
と
並
ぶ
本
書
の
テ
l
マ
で
あ
る
統
合
の
問
題
で
あ

る
。
本
書
の
述
べ
る
清
末
民
初
の
立
憲
制
と
統
合
の
関
係
を
時
系
列
に
沿
っ

て
簡
単
に
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。
新
政
期
の
清
朝
は
立

憲
制
の
導
入
に
よ
る
上
か
ら
の
「
上
下
の
一
躍
化
」
を
固
っ
た
が
、
自
律
性

を
高
め
た
地
方
は
こ
れ
に
反
議
、
各
省
の
濁
立
に
よ
る
半
亥
革
命
を
招
い
た

(
第
一
、
(
六
章
)

0

そ
こ
で
哀
世
凱
は
立
憲
制
と
地
方
白
治
を
否
定
し
、
行

政
権
力
中
心
の
統
合
を
固
っ
た
。
衰
の
死
後
も
、
一
九
二

0
年
代
ま
で
基
本

的
に
は
こ
の
路
線
が
引
き
繕
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
(
第
十
章
)
一
方
で
、

地
方
の
側
か
ら
は
、
省
自
治
の
進
展
こ
そ
が
園
家
統
一
に
つ
な
が
る
と
い
う

聯
省
白
治
の
構
想
が
提
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
(
十
二
章
)

0

し
か
し
こ
れ
ら
に
加
え
て
本
来
日
の
終
章
で
は
、
哀
世
凱
の
行
政
部
門
の
権
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限
強
化
に
よ
る
統
合
と
い
う
構
想
に
封
置
さ
れ
る
、
民
園
初
期
の
園
民
黛
の

議
舎
を
通
じ
た
統
合
と
い
う
構
想
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
(
三
一

二
頁
)
。
た
だ
本
文
中
で
は
、
園
民
黛
が
立
法
府
を
章
一
蹴
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
哀
世
凱
を
製
肘
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
以
外
の
理
由
は
翠
げ
ら
れ
て

お
ら
ず
(
一
二
八

1
二
二

O
頁
)
、
統
合
の
問
題
と
関
連
づ
け
て
論
じ
ら
れ

て
い
な
い
。
む
し
ろ
半
亥
革
命
の
展
開
は
、
清
末
に
お
け
る
立
憲
制
を
通
じ

た
統
合
の
挫
折
を
明
確
に
し
た
と
さ
れ
る
(
二
四

O
頁
)

0

で
あ
る
と
す
れ

ば
、
国
民
黛
の
議
合
を
通
じ
た
統
合
の
構
想
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た

の
か
。
こ
の
構
想
の
且
ハ
髄
的
な
内
存
と
、
そ
れ
が
表
世
凱
的
な
統
合
モ
デ
ル

に
敗
れ
た
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
本
書
の
示
し
た
清
末
民
初
の
立

憲
と
統
合
を
め
ぐ
る
見
取
り
園
を
よ
り
多
而
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
つ

H
は
細
か
い
貼
だ
が
、
本
書
で
は
、
江
蘇
省
を
研
究
封
象
に
選
ん
だ

理
由
の
中
に
、
長
期
的
タ
イ
ム
ス
パ
ン
で
検
討
が
可
能
な
こ
と
、
江
蘇
省
が

南
京
閥
民
政
府
の
地
盤
と
な
っ
た
こ
と
が
翠
げ
ら
れ
て
い
る
(
九
・
一

0

0
・
二
四
六
頁
)
o

し
か
し
、
十
八
世
紀
の
状
況
に
偶
れ
た
第
一
章
第
一
節

を
除
き
、
本
主
目
が
封
象
と
し
て
い
る
の
は
基
本
的
に
一
九

0
0年
代
か
ら
一

九
二

0
年
代
前
竿
の
二
十
年
強
の
期
間
で
あ
る
。
ま
た
、
や
は
り
序
章
で

「
地
域
枇
舎
史
的
覗
角
と
黛
園
髄
制
論
的
秘
角
と
を
媒
介
す
る
こ
と
」
(
一

一
頁
)
が
目
的
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
終
章
で
は
、
南
京
国
民

政
府
の
成
立
後
、
議
園
髄
制
が
地
域
一
吐
舎
を
ど
の
よ
う
に
統
合
し
よ
う
と
し
、

ま
た
窯
園
腫
制
が
地
域
枇
舎
の
自
治
要
求
に
ど
の
よ
う
に
封
慮
し
た
の
か
は

次
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
(
二
二
四
頁
)
o

本
書
の
基
本
的
な
闘
心
が
清
末

民
初
に
あ
る
以
上
、
こ
れ
ら
の
言
及
は
や
や
蛇
足
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
に
気
に
な
っ
た
の
は
、
本
書
に
誤
字
や
書
式
の
不
統
一
が
や
や
多
い

こ
と
で
あ
る
。
索
引
に
つ
い
て
も
、
事
項
の
選
揮
基
準
に
疑
問
が
残
り
、
配

列
や
頁
教
が
不
正
確
な
も
の
も
見
受
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
各
章
の
初
山
に
つ

い
て
、
あ
と
が
き
で
は
第
四
章
「
清
末
立
憲
改
革
と
責
任
内
閣
制
論
」
、
第

五
章
「
清
末
民
初
に
お
け
る
立
憲
制
と
地
方
エ
リ
ー
ト
」
、
第
六
章
「
清
末

民
初
に
お
け
る
地
方
政
治
構
造
と
そ
の
饗
化
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
正
し
く

は
第
四
章
「
清
末
民
初
に
お
け
る
地
方
政
治
構
造
と
そ
の
繁
化
」
、
第
五
章

「
清
末
立
憲
改
革
と
責
任
内
閣
制
論
」
、
第
六
章
「
清
末
民
初
に
お
け
る
立

憲
制
と
地
方
エ
リ
ー
ト
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
本
書
の
内
容
に
本

質
的
な
部
分
で
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
今
後
、
本
書
を
研
究
の
参

考
と
す
る
際
の
妨
げ
と
な
り
か
ね
な
い
。
多
忙
な
昨
今
、
校
正
に
十
分
な
時

間
を
割
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
が
、
や
や
残

念
に
思
わ
れ
る
黙
で
あ
る
。

一
計
が
い
さ
さ
か
績
事
に
偏
っ
た
。
伏
し
て
謝
す
る
。

註(
l
)

な
お
、
ほ
ぼ
本
書
の
要
約
に
相
川
面
す
る
文
章
に
、
問
中
比
口
白
志

「
近
代
中
園
に
お
け
る
政
治
統
合
の
模
索
一
中
央
集
権
か
地
方
分
権

か
」
『
中
園
経
済
研
究
』
第
六
巻
第
会
競
、
二

O
O
九
年
三
月
、
同

「
地
域
枇
舎
の
構
造
と
婆
動
」
飯
島
渉
・
久
保
亨
・
村
H
雄
二
郎
編

『
シ
リ
ー
ズ
二

O
世
紀
中
凶
二
近
代
性
の
構
造
」
東
京
大
皐
出

版
舎
、
二

O
O九
年
、
が
あ
る
。

(
2
)

出
中
比
円
志
「
清
末
氏
初
に
お
け
る
地
方
自
治
と
財
政
|
|
豚
白

治
財
政
を
中
心
に
|
|
」
『
東
京
事
雲
大
事
紀
要
(
第
三
部
門
・
枇

曾
科
血
甲
子
)
』
第
五
六
集
、
二

O
O
五
年
今
月
。

(
3
)

出
中
比
円
志
「
専
制
と
立
憲
の
あ
い
だ
|
|
清
末
民
初
に
お
け
る
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統
合
問
題
」
『
史
海
』
第
五

O
競
、
二

O
O
三
年
六
月
。

(
4
)
鷲
尾
浩
幸
の
本
書
に
釘
す
る
書
評
も
、
書
中
で
「
地
域
献
合
同
」
と

い
う
語
が
明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
な
い
黙
を
指
摘
し
て
い
る
(
北
海

道
大
事
東
洋
史
談
話
舎
『
史
朋
」
第
四
三
披
、
二

O
一
O
年
十
二

月)。

(
5
)

前
掲
出
中
「
近
代
中
園
に
お
け
る
政
治
統
合
の
模
索
」
七
頁
で
は
、

衰
と
園
民
黛
の
封
立
黙
は
、
統
合
を
よ
り
重
視
す
る
か
、
立
憲
を
よ

り
重
視
す
る
か
、
の
遣
い
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
統
合
の
方
法

論
を
め
ぐ
る
封
立
と
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

(
6
)

例
え
ば
、
二
八
五
・
二
八
七
頁
「
崇
明
豚
知
事
頼
豊
」
↓
「
崇
明

豚
知
事
頼
幽
一
旦
配
…
」
、
一
二

O
三
一
員
他
「
磁
刷
愛
元
」
↓
「
斉
隻
元
」
、
二
一
一
一
一

四
頁
「
王
道
愈
」
↓
「
王
同
食
品
」
、
一
二
七
三
頁
「
朱
瞥
鈴
」
↓
「
朱

啓
鈴
」
、
四
ム
一
頁
「
武
同
許
」
↓
「
武
同
翠
」
な
ど
。

二
O
一
O
年
三
月
東
京
研
文
山
川
版

A
五
判
四
三
六
十
四
頁
六
五

O
O固
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